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特別記事

特
別
記
事

木
村
昌
人
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
木
村
昌
人
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
『
日
米
民
間
経
済
外
交

九
〇
五
～
一
九
二
）
』
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

R皿皿VIVN皿HI
問
題
意
識
と
分
析
の
視
角

日
米
民
間
経
済
外
交
の
形
態

日
本
実
業
界
の
対
米
認
識

ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
界
の
対
日
認
識

日
米
両
国
実
業
団
相
互
訪
問
－
経
緯

日
米
両
国
実
業
団
相
互
訪
問
－
特
色
と
影
響

ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清

ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
渡
清
と
日
本
実
業
界
の
対
応

結
論

（
一

　
第
一
章
で
示
さ
れ
る
本
論
文
の
問
題
意
識
と
分
析
視
角
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。
日
露
戦
争
後
辛
亥
革
命
直
前
に
い
た
る
時
期
の
日
米
関
係
に
つ
い

て
は
各
種
の
研
究
が
あ
る
が
、
大
部
分
は
e
満
州
開
放
問
題
を
め
ぐ
る
対

立
、
⇔
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
を
中
心
と
す
る
移
民
問
題
を
め
ぐ
る
紛
糾
、
㊧

ア
メ
リ
カ
の
西
太
平
洋
進
出
と
日
米
両
国
の
海
軍
軍
備
増
強
を
め
ぐ
る
対

立
と
競
争
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
貿
易
を
中
心
と
し

た
日
米
経
済
関
係
は
．
順
調
に
進
展
し
、
両
国
関
係
の
悪
化
を
食
い
止
め

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
．
し
か
し
経
済
関
係
の
重
要
性
は
指
摘
さ

れ
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
統
計
数
字
の
比
較
、
政
府
間
レ
ベ
ル
の
認
識
に

触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
実
態
や
経
済
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
実

業
家
の
行
動
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
研
究
は
、

当
時
日
米
両
国
実
業
界
が
ど
の
よ
う
な
相
互
認
識
を
抱
き
、
ど
の
よ
う
な

具
体
的
行
動
を
と
っ
た
か
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際

の
問
題
意
識
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　
第
一
は
実
業
界
の
交
流
を
通
じ
て
日
米
関
係
を
考
察
し
た
点
に
あ
る
。

従
来
の
研
究
の
多
く
は
東
京
隅
ワ
シ
ソ
ト
ン
ニ
国
間
政
府
レ
ベ
ル
の
外
交

問
題
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
借
款
団
の
研
究
、
あ
る
い
は
E
・

H
・
ハ
リ
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
大
資
本
家
の
個
人
的
動
き
に
つ
い
て
は
若

干
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
日
米
実
業
界
の
相
互
認

識
や
、
そ
の
具
体
的
活
動
を
扱
っ
た
研
究
は
皆
無
に
近
い
。

　
第
二
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
て
い
な
い
史
料
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
日
米
両
サ
イ
ド
か
ら
の
接
近
を
試
み
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
側
史
料
は
シ
ア
ト
ル
、
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
、
サ
ク
ラ
メ
ソ
ト
．

ロ
サ
ソ
ゼ
ル
ス
各
都
市
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
商
工
会
議
所
を

歴
訪
し
、
史
料
の
発
掘
と
収
集
を
行
っ
た
。
す
ぺ
て
公
開
文
書
で
は
あ
る

が
、
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
商
業
会
議
所
役
員
で
ダ

ラ
ー
汽
船
会
社
社
長
の
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ラ
ー
の
メ
モ
ア
ー
ル
、
シ
ア
ト
ル
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商
業
会
議
所
役
員
会
議
事
録
で
あ
る
。
日
本
側
で
は
外
務
省
外
交
史
料
館
、

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
、
横
浜
、
神
戸
の
各
商
業
会
議
所
史
料
、

渋
沢
栄
一
を
は
じ
め
と
す
る
実
業
界
関
係
者
の
メ
モ
ア
ー
ル
、
そ
し
て
当

時
の
新
聞
で
あ
る
。

　
で
は
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
分
析
の
視
角
を
も
っ
て
こ
の
研
究
に
取
り
組

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
e
実
業
界
に
お
け
る
商
業
会
議
所
の
役
割
、

⇔
日
米
経
済
関
係
に
お
け
る
清
国
の
位
置
、
㊧
日
米
関
係
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
太
平
洋
沿
岸
の
役
割
、
内
日
米
関
係
に
果
し
た
海
運
の
役
割
の
解
明

で
あ
る
。

　
日
米
両
国
に
お
い
て
商
業
会
議
所
は
当
時
全
国
的
な
組
織
を
持
つ
数
少

な
い
経
済
団
体
で
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
後
、
民
間
経
済
活
動
の
基
盤
が
広

が
り
全
国
的
規
模
と
な
る
と
各
地
の
商
業
会
議
所
代
表
が
集
ま
り
、
全
国

商
業
会
議
所
連
合
会
を
発
足
さ
せ
、
日
本
の
す
べ
て
の
商
工
業
者
に
門
戸

を
開
放
し
．
全
国
規
模
の
組
織
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
ア
メ
リ
カ
で
も

商
業
会
議
所
は
実
業
界
を
代
表
す
る
組
織
と
な
り
、
特
に
西
海
岸
で
は
民

間
経
済
外
交
の
推
進
母
体
と
な
っ
て
い
っ
た
。
と
同
時
に
日
米
両
国
に
お

い
て
商
業
会
議
所
会
頭
、
副
会
頭
は
単
に
実
業
界
に
留
ま
ら
ず
、
政
界
、

官
界
に
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
大
物
が
多
か
っ
た
。
当
然
彼
ら
は
政
府
に
対

し
て
も
か
な
り
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
期

は
、
両
国
の
商
業
会
議
所
の
活
動
が
極
め
て
活
発
な
時
期
に
あ
た
っ
て
い

た
。　

日
米
経
済
関
係
に
お
け
る
清
国
の
位
置
は
、
従
来
の
研
究
対
象
と
な
っ

た
満
州
に
留
ま
ら
ず
、
清
国
本
土
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
で
に
清
国
本
土
に
積
極
的
進
出
を
行
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス

な
ど
ヨ
ー
・
ヅ
パ
諸
列
強
と
の
競
争
を
背
景
に
日
米
両
国
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
た
か
、
ま
た
清
国
実
業
界
が
こ
う
し
た
日
米
両
国
実
業
界
の

動
き
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
か
明
ら
か
に
す
る
の
は
重
要
な
ポ
イ
ソ
ト

で
あ
る
。

　
視
角
の
第
三
、
従
来
見
落
さ
れ
て
き
た
地
方
、
特
に
太
平
洋
を
は
さ
ん

で
日
本
と
接
す
る
西
海
岸
は
、
移
民
排
斥
運
動
の
中
心
地
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
東
部
市
場
と
日
本
を
緒
ぶ
交
通
の
要
地
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ア
ジ
ア

貿
易
の
窓
口
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。
ま
た
太
平
洋
沿
岸
各
地
域
の
対
立

と
競
争
が
日
米
民
間
経
済
交
外
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
こ
と
も

考
察
の
対
象
と
な
る
。

　
日
米
両
国
に
と
っ
て
太
平
洋
は
、
安
全
保
障
と
通
商
貿
易
の
両
面
か
ら

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
単
な
る
制
海
権
を
め
ぐ
る
海
軍
の
対
立

に
留
ま
ら
ず
、
海
運
業
、
商
船
隊
を
含
む
海
運
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

も
も
う
一
つ
の
狙
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
と
分
析
の
視
角
を
前
提
に
、
第
二
章
で
は
日

米
民
間
経
済
外
交
の
形
態
が
紹
介
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
日
米
民
間
経
済
外

交
を
日
露
戦
争
後
日
米
両
国
実
業
界
が
貿
易
、
投
資
な
ど
に
つ
い
て
経
済

問
題
を
話
し
合
う
こ
と
を
主
目
的
に
行
っ
た
様
々
な
形
態
の
親
善
外
交
と

規
定
す
る
が
、
主
催
者
は
あ
く
ま
で
も
商
業
会
議
所
な
ど
の
民
間
経
済
団

体
に
限
定
し
、
個
々
の
企
業
の
商
談
な
ど
は
排
除
し
た
。
で
は
な
ぜ
日
露

戦
争
後
日
米
間
の
民
間
経
済
外
交
は
活
発
化
し
た
の
か
。
第
一
は
日
米
両

国
と
も
海
外
市
場
の
拡
大
が
急
務
と
な
り
，
相
互
に
市
場
と
し
て
価
値
を
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探
ろ
う
と
し
た
こ
と
．
第
二
は
両
国
と
も
外
交
チ
ャ
ソ
ネ
ル
の
多
様
化
の

必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
、
第
三
は
民
間
経
済
外
交
の
厚
足
π
と
な
る
交
通

網
が
急
速
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
し
て
民
間
経
済
外
交
の

形
態
は
各
界
実
力
者
へ
の
要
望
書
の
送
付
．
言
論
活
動
、
博
覧
会
の
開
催
、

実
業
団
の
派
遣
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
．

　
第
三
章
で
は
、
日
本
実
業
界
の
対
米
認
識
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
そ

の
前
提
と
し
て
日
本
の
商
業
会
議
所
が
、
日
露
戦
争
後
の
戦
後
経
営
に
対

し
て
い
か
な
る
方
針
を
た
て
た
か
が
問
題
と
な
る
。
海
外
貿
易
の
活
発
化
、

産
業
政
策
の
活
性
化
、
運
輸
、
交
通
手
段
の
増
強
、
財
政
金
融
制
度
の
整

備
と
統
合
が
そ
の
骨
子
で
あ
る
が
、
そ
の
諸
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
実

業
界
が
重
視
し
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
と
い
か
に
協
調
し
な
が
ら
清
国
に
経

済
進
出
を
行
う
か
．
対
米
輸
出
を
い
か
に
拡
大
す
る
か
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

い
か
に
し
て
技
術
や
資
本
を
導
入
す
る
か
で
あ
っ
た
．
日
本
の
実
業
家
に

と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
豊
か
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
国
で
あ
り
．
商
業
道

徳
も
高
く
、
未
知
の
魅
力
を
持
つ
国
で
も
あ
っ
た
。
と
同
時
に
日
本
実
業

界
は
、
清
国
を
念
頭
に
置
い
た
日
米
清
三
国
関
係
の
枠
組
で
日
米
関
係
を

と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
．
日
清
戦
争
後
の
中
国
人
の
対
日
不
信
を
考
慮

し
、
日
米
清
三
国
が
提
携
す
る
こ
と
が
目
本
の
経
済
発
展
に
つ
な
が
る
と

日
本
の
実
業
界
は
考
え
る
。
ま
た
当
時
西
海
岸
で
問
題
と
な
っ
た
目
本
人

移
民
排
斥
の
原
因
を
人
種
問
題
よ
り
む
し
ろ
労
働
問
題
、
あ
る
い
は
経
済

問
題
と
と
ら
え
、
日
本
人
移
民
の
側
に
も
現
地
に
同
化
し
な
い
な
ど
の
問

題
が
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
実
業
界
の
論
調
で
興
味
深
い
の
は
、

e
在
米
目
本
人
の
実
情
に
疎
く
、
同
情
的
な
意
見
が
少
な
い
、
⇔
強
硬
論

者
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
発
．
敵
対
意
識
が
ほ
と
ん

ど
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
．
当
時
日
米
両
国
の
民
間
で
唱
え
ら
れ
た

「
日
米
戦
争
論
」
の
風
説
に
対
し
て
は
、
日
本
の
実
業
界
は
誤
解
に
基
く

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
対
米
関
係
改
善
の
た
め
の
民
間
経
済
外

交
の
必
要
性
を
力
説
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
四
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
の
実
業
界
の
対
日
認
識
が
分
析

さ
れ
る
．
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
勝
利
は
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸

の
実
業
家
達
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
手
ご
わ
い
輸
出
競
争
相

手
国
の
出
現
、
投
資
市
場
と
し
て
の
魅
力
の
増
加
と
し
て
把
握
さ
れ
た
。

そ
の
代
表
的
人
物
と
し
て
汽
船
会
社
社
長
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ラ
ー
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
対
ア
ジ
ア
民
間
経
済
外
交
の
推
進
者
で

あ
り
．
日
本
の
外
務
省
．
実
業
界
が
注
目
し
た
人
物
ダ
ラ
ー
は
、
海
運
重

視
、
太
平
洋
重
視
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
太
平
洋
沿
岸
の

「
地
位
向
上
」
意
識
に
支
え
ら
れ
、
日
米
両
国
実
業
団
相
互
訪
問
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
．

　
第
五
章
は
日
米
両
国
実
業
団
の
相
互
訪
間
の
経
緯
を
追
っ
た
も
の
で
あ

る
。
e
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
来
日
ま
で
、
⇔
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
実

業
団
の
行
動
、
㊧
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
離
目
か
ら
日
本
の
渡
米
実
業
団
結

成
、
四
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
実
業
団
の
活
動
の
四
つ
に
分
け
て
分
析

が
な
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
の
実
業
家
を
日
本
に
招
待
す
る
構

想
は
、
日
本
実
業
界
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
．
悪
化
し
つ
つ
あ
っ

た
日
米
関
係
改
善
の
た
め
目
本
の
実
業
界
は
、
政
府
と
違
っ
た
形
で
の
民

間
交
流
に
積
極
的
で
あ
り
、
ま
た
在
米
日
本
人
会
も
活
発
な
働
き
か
け
を
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行
っ
た
。
時
の
外
相
小
村
寿
太
郎
も
熱
心
に
そ
の
運
動
を
後
援
し
、
一
九

〇
七
年
七
月
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
、
横
浜
の
五
商
業
会
議
所
連

名
で
招
待
状
が
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
シ
ア
ト
ル
な
ど
一
〇
都
市
の
商
業
会
議
所
宛
て
に
送
ら
れ
た
．
五
四

名
か
ら
成
る
大
型
実
業
団
が
来
目
し
た
の
は
、
一
九
〇
八
年
一
〇
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
．
二
四
目
間
の
滞
在
期
間
中
、
一
行
は
日
本
の
実
業
家
の
み

な
ら
ず
、
桂
首
相
、
小
村
外
相
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
か
れ
る
な
ど
日

本
は
政
界
、
官
界
、
財
界
あ
げ
て
歓
迎
の
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
．
ア
メ

リ
カ
側
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
目
本
に
対
す
る
好
印
象
を
得
て
帰
米
し
逆

に
日
本
実
業
界
の
代
表
者
を
招
待
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
銀
行
頭
取

渋
沢
栄
一
を
団
長
と
す
る
五
一
名
か
ら
成
る
日
本
の
代
表
団
は
、
西
海
岸

の
み
な
ら
ず
、
九
〇
日
間
で
東
部
を
含
む
六
二
都
市
を
巡
歴
、
多
大
の
成

果
を
あ
げ
た
。

　
第
六
章
で
は
、
両
国
実
業
団
の
相
互
訪
問
が
ど
の
よ
う
な
特
色
と
影
響

を
持
っ
て
い
た
か
が
追
求
さ
れ
る
．
第
一
は
、
初
の
民
間
主
導
の
大
型
実

業
団
で
あ
り
、
単
に
団
員
の
数
の
み
で
な
く
、
歓
迎
行
事
に
動
員
さ
れ
た

人
数
の
大
き
さ
、
そ
の
た
め
の
費
用
、
鉄
道
会
社
が
協
力
し
て
日
本
代
表

団
の
シ
ア
ト
ル
ー
シ
カ
ゴ
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
運
賃
が
無
料
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
．
第
二
は
、
相
互
訪
間
の
目
的
が
日
米
間
で
微
妙

に
く
い
違
っ
て
い
た
と
の
指
摘
が
興
味
深
い
。
日
本
側
の
意
図
は
、
個
々

の
商
談
で
は
な
く
、
日
本
の
通
商
関
係
、
ひ
い
て
は
日
米
関
係
全
体
の
改

善
、
特
に
移
民
問
題
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
排
日
ム
ー
ド
の
一

掃
に
あ
っ
た
．
他
方
ア
メ
リ
ヵ
側
は
日
米
の
友
好
親
善
に
加
え
、
貿
易
不

均
衡
の
是
正
、
す
な
わ
ち
対
日
輸
出
の
増
加
に
よ
る
貿
易
収
支
の
改
善
と

太
平
洋
沿
岸
地
域
の
産
出
物
の
売
り
込
み
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
日
米
両
国

各
界
の
対
応
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぽ
し
た
。
日
本
は
外
務
省
を
中
心

に
、
農
商
務
省
、
逓
信
省
な
ど
政
府
、
各
省
が
歓
迎
に
協
力
、
訪
問
都
市

の
歓
迎
会
に
は
知
事
、
市
長
が
ほ
と
ん
ど
出
席
し
た
．
ま
た
渡
米
実
業
団

は
出
発
に
際
し
明
治
天
皇
が
午
餐
会
を
催
し
、
小
村
外
相
が
祝
辞
を
述
べ

る
な
ど
期
待
さ
れ
て
の
訪
間
で
あ
っ
た
が
、
受
け
入
れ
先
の
ア
メ
リ
カ
の

対
応
は
足
並
み
が
揃
わ
な
か
っ
た
。
日
本
実
業
団
の
歓
迎
行
事
の
主
導
権

は
シ
ア
ト
ル
が
握
っ
た
．
日
本
郵
船
が
日
本
”
シ
ア
ト
ル
間
に
太
平
洋
航

路
を
開
発
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
府
首
脳
の
対
応
は
日

本
に
比
べ
て
極
め
て
冷
静
で
あ
り
、
現
地
の
新
聞
の
扱
い
も
シ
ア
ト
ル
が

大
き
く
紙
面
を
割
い
た
の
に
対
し
、
他
の
地
域
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
両
国
実
業
団
の
相
互
訪
問
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
日
米
実
業
界
の
パ
イ
プ
作
り
へ
の
貢
献
、
相
互
の
実
情
視
察
に
よ
る

相
手
国
の
重
要
性
の
再
認
識
、
特
に
日
本
側
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
相
互
訪
問
の
結
果
日
米
二
国
間
の
民
間
経
済
外
交

は
一
段
落
し
、
双
方
共
次
の
関
心
は
清
国
に
移
行
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。　

第
七
章
は
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
の
実
業
団
の
清
国
訪
問
を
扱
っ
た
も

の
で
あ
る
．
こ
こ
に
清
国
を
め
ぐ
る
目
米
両
国
実
業
界
の
動
き
が
視
野
に

入
っ
て
く
る
．
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
実
業
界
は
、
清
国
を
三
つ

の
観
点
か
ら
見
て
い
た
。
第
一
は
ア
ジ
ア
貿
易
の
中
心
地
、
第
二
が
移
民
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問
題
と
の
関
連
．
第
三
が
パ
ナ
マ
運
河
開
通
記
念
博
覧
会
の
誘
致
問
題
と

関
連
さ
せ
て
で
あ
る
。
渡
清
実
業
団
は
ダ
ラ
ー
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
実

現
し
た
。
四
四
名
の
渡
清
実
業
団
は
、
米
清
間
の
友
好
関
係
の
増
進
と
通

商
関
係
の
増
大
を
目
ざ
し
、
e
両
国
経
済
関
係
を
緊
密
化
す
る
た
め
の
機

関
の
設
立
、
⇔
清
国
実
業
界
の
統
一
の
促
進
、
㊧
パ
ナ
マ
博
の
サ
ソ
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
開
催
を
清
国
に
認
め
さ
せ
、
清
国
に
対
し
ワ
シ
ン
ト
ソ
の
政
府

に
博
覧
会
開
催
地
を
サ
γ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
を
推
薦
す
る
よ
う
要
請
す
る
、

の
三
つ
を
働
き
か
け
た
。
実
現
し
た
の
は
、
地
域
の
利
害
が
直
接
か
ら
む

政
治
的
色
彩
の
濃
い
臼
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
渡
清
し
た
実
業
団
に
対

し
．
清
国
側
は
、
政
、
官
、
実
業
界
は
歓
迎
の
意
を
表
し
た
が
、
新
聞
や

一
般
市
民
は
冷
淡
で
あ
っ
た
。
ま
た
清
国
側
は
ア
メ
リ
カ
実
業
団
を
民
間

ベ
ー
ス
の
使
節
団
と
し
て
扱
い
．
極
力
政
治
的
色
彩
を
お
び
る
こ
と
を
避

け
た
。
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
清
国
人
移
民
排
斥
に
対
す
る
根
強
い
不

信
感
が
そ
の
底
流
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
．
だ
が
ア
メ
リ
カ
の
働
き
か
け
は
、

日
清
両
国
政
府
と
実
業
界
首
脳
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
日
本
実
業
団
の

渡
清
、
清
国
実
業
団
の
渡
来
と
い
う
三
国
間
の
民
間
経
済
外
交
に
発
展
し

た
。　

第
八
章
は
一
九
一
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
渡
清
に
対
し
て
商
業
会

議
所
を
中
心
と
す
る
日
本
の
実
業
界
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
探
り
、

日
本
の
対
清
民
間
経
済
外
交
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
清
国
進
出
の
意
図
を
探
り
、
さ
ら
に
清

国
各
界
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を
観
察
し
、
米
清
同
盟
の
可
能
性
を

危
惧
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
反
応
に
注
目
し
た
。
そ

し
て
日
本
実
業
界
は
実
業
団
の
清
国
派
遣
．
徹
底
し
た
情
報
収
集
活
動
を

行
っ
た
の
で
あ
る
．

　
そ
の
結
果
次
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
は
日
本
側
の
ア
メ
リ
カ
実

業
団
の
渡
清
に
対
す
る
過
剰
な
反
応
で
あ
り
、
第
二
は
広
東
を
中
心
と
す

る
南
清
地
方
の
外
貨
排
斥
に
対
す
る
日
米
両
国
実
業
界
の
認
識
の
相
違
ー

ア
メ
リ
カ
は
日
本
よ
り
外
貨
排
斥
運
動
を
重
要
視
し
た
。
第
三
に
清
国
国

内
情
勢
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
直
前
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
清
国
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
、
革
命
の
兆
候
を

つ
か
ん
だ
と
は
思
え
な
い
。

　
以
上
か
ら
次
の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
第
一
に
四
つ
の
実
業

団
は
日
米
な
い
し
日
米
清
三
国
間
で
展
開
さ
れ
る
「
実
業
団
外
交
」
の
ル

ー
ツ
と
な
り
、
以
後
民
間
経
済
外
交
の
中
で
大
型
実
業
団
の
動
き
は
、
中

心
的
役
割
り
を
演
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
に
商
業
会
議
所
が
民
間
経

済
外
交
の
主
体
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
．
第
三
に
清
国
実
業
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
統
一
を
促
進
さ
せ
た
。
第
四
に
日
本
外
交
の
チ

ャ
ソ
ネ
ル
を
多
様
化
さ
せ
た
。

　
以
上
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
木
村
君
が
本
論
文
で
明
ら
か
に
し
た
の

は
、
日
露
戦
争
後
の
日
米
関
係
を
別
の
角
度
か
ら
説
明
で
き
る
可
能
性
を

示
唆
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
か
つ
て
日
本
外
交
史
は
不
毛
の
学
問
と
言
わ
れ
た
．
研
究
の
基
礎
と
な

る
べ
き
史
料
の
公
開
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
外
交
が
高
度
の
国
家
機

密
と
さ
れ
、
過
去
に
遡
っ
て
さ
え
日
本
政
府
に
不
利
な
事
実
を
公
け
に
し

た
り
、
目
本
外
交
の
足
跡
を
批
判
す
る
こ
と
に
極
度
の
制
限
が
加
え
ら
れ
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て
い
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
関
係
者
の
手
記
、

回
想
録
、
私
文
書
が
公
表
さ
れ
、
外
務
省
、
陸
海
軍
の
史
料
が
公
開
さ
れ

る
と
同
時
に
、
言
論
の
自
由
は
研
究
者
を
し
て
自
国
の
か
つ
て
の
外
交
政

策
の
決
定
過
程
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
記
述
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
た
。

同
時
に
、
従
来
の
政
府
間
外
交
の
み
で
は
な
く
、
民
間
外
交
に
つ
い
て
も

関
心
が
高
ま
り
、
ま
た
史
料
も
日
本
の
み
で
な
く
相
手
国
、
第
三
国
の
も

の
を
積
極
的
に
利
用
す
る
研
究
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
木
村
君
が
提
出
し
た
本
論
文
は
、
こ
う
し
た
日
本
外
交
史
研
究
の

今
日
的
課
題
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
国
際
政
治
学
会
に
お
け
る
口

頭
報
告
、
同
学
会
機
関
誌
『
国
際
政
治
』
、
『
法
学
研
究
』
へ
の
論
文
掲
載

な
ど
を
通
じ
学
界
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
海
外
に
お
い
て
も
英
文
に

よ
る
報
告
を
要
請
さ
れ
る
な
ど
国
際
的
に
も
評
価
は
高
い
。

　
し
か
し
若
干
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
清
国
側
の
反
応
を
記
述

す
る
に
当
り
・
清
国
在
勤
の
日
本
外
務
省
出
先
機
関
の
報
告
に
依
拠
し
・

清
国
の
史
料
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
、
一
九
〇
六
年
か
ら
一
〇
年
と
い

う
比
較
的
短
か
い
期
間
に
対
象
が
限
ら
れ
辛
亥
革
命
、
第
一
次
大
戦
の
勃

発
に
よ
っ
て
三
国
実
業
界
の
見
方
と
交
流
が
与
件
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
う

変
質
す
る
か
の
洞
察
が
な
い
こ
と
、
す
で
に
清
国
に
多
大
な
権
益
を
有
し

て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
動
き
へ
の
日
米
の
対
応
に
言
及
す
る
割
合
い
が
少
な

い
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
国
内
政
治
に
お
け
る
位
置
付
け
の
不
足
－
太
平
洋

沿
岸
実
業
界
を
中
心
と
す
る
民
間
経
済
外
交
は
州
政
府
、
連
邦
政
府
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
ー
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
問
題
の
克
服
は
．

日
米
経
済
摩
擦
の
深
刻
化
と
民
間
経
済
外
交
の
在
り
方
と
い
う
今
日
的
課

題
と
関
連
さ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
を
含
め
、
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
に
よ
っ
て
木
村
昌
人
君
が
対
象
と
し
た
目
米

民
間
経
済
外
交
の
研
究
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
視
角
を
日
米
両
国
の
史
料
で
裏

付
け
た
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
学
界
に
稗
益
す
る
点
も
多
く
、
法
学
博
士

（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ

る
。　

平
成
元
年
三
月
四
日

　
　
主
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
池
井
優

　
　
副
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
神
谷
　
不
二

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
山
田
　
辰
雄

122


